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男
性
も
含
め
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
を
！

　

皆
さ
ん
、
平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
女

性
活
躍
推
進
法
（
※
）」
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ

れ
は
女
性
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、「
く
ら
し
」
に

も
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
法
律
で
す
。

　

「
女
性
の
活
躍
」
の
た
め
に
は
、
男
性
も
含
め

た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
や
、
女
性

本
人
の
意
思
に
基
づ
い
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う

な
、
幅
広
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分

の
能
力
を
発
揮
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
幸
せ
な

家
庭
生
活
を
送
る
こ
と
。
そ
の
両
方
が
充
実
し
て

こ
そ
、
毎
日
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
せ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
材
の
能
力
が
フ
ル
に
発
揮
さ
れ
れ
ば
、

企
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
！
下
記
の
サ
イ
ト
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な

ど
の
情
報
や
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に

取
り
組
む
企
業
の
事
例
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
対

策
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
で
、
企
業
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
で
両
立
支
援
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

　

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律

▼
問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課　

☎
73
・
3
0
1
1

ピ
ロ
リ
っ
て
な
あ
に
？

　

三
豊
市
の
死
因
別
死
亡
率
の
第
1
位
は
が
ん
で

す
。
そ
の
中
で
も
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
に
次
い

で
死
亡
者
数
が
多
い
の
が
胃
が
ん
（
平
成
27
年
県

保
健
統
計
年
報
よ
り
）。
そ
こ
で
胃
が
ん
の
発
生

と
深
い
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Q
．1　
胃
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
？

　

ピ
ロ
リ
は
胃
の
粘
膜
に
住
み
着
き
、
そ
の
毒
素

に
よ
っ
て
粘
膜
を
壊
し
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
胃
炎
や
胃
潰
瘍
な
ど
の
病

気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

Q
．2　

感
染
し
や
す
い
の
は
い
つ
？

　

免
疫
機
能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
幼
少
期

に
感
染
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．3　

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

感
染
の
原
因
の
約
8
割
は
、
家
族
内
感
染
（
経

口
感
染
）
で
す
。
通
常
の
接
触
で
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い
る
大
人
が
噛
ん
だ

も
の
を
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
度
感
染
す
る
と
除
菌
し

な
い
限
り
、
胃
の
中
に
住
み
続
け
ま
す
。

Q
．4　

感
染
が
分
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？

　

胃
が
ん
予
防
に
は
、
ピ
ロ
リ
に
よ
る

炎
症
（
胃
炎
）
を
長
期
間
放
置
せ
ず
、

早
め
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ピ
ロ
リ
の
感
染
が
分
か
っ
た
ら
、

ま
ず
は
主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

　
　高

齢
者
の
尊
厳
と
安
全

　

9
月
18
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
祝
日
法
で

は
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
高
齢
者
虐
待
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
高
齢
者
虐
待
は
養
介
護

施
設
従
事
者
に
よ
る
も
の
が
４
０
８
件
、
養
護
者

（
高
齢
者
の
世
話
を
し
て
い
る
家
族
、
親
族
な

ど
）
に
よ
る
も
の
が
１
万
５
，
９
７
６
件
で
す

（
平
成
27
年
度
）。

施
設
従
事
者
に
よ
る
虐
待

　

要
因
は
、
教
育
・
知
識
・
介
護
技
術
な
ど
の
問

題
66
％
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
27
％
な
ど
で

す
。
場
所
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
31
％
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
21
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
身
体
的
虐
待
61
％
、
心
理
的
虐
待
28
％
な
ど

で
、
死
亡
事
例
が
１
件
あ
り
ま
す
（
複
数
回
答
）。

被
虐
待
者
の
73
％
が
女
性
で
、
85
〜
94
歳
が
45
％
、

認
知
症
が
あ
る
人
は
身
体
的
虐
待
を
受
け
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加
害
職
員
は
男
性
53
％
、

女
性
47
％
で
す
。

養
護
者
に
よ
る
虐
待

　

要
因
は
、
介
護
疲
れ
・
ス
ト
レ
ス
25
％
、
虐
待

者
の
障
が
い
・
疾
病
23
％
、
被
虐
待
者
の
認
知
症

16
％
な
ど
で
す
。
内
容
は
、
身
体
的
虐
待
67
％
、

心
理
的
虐
待
41
％
、
介
護
等
放
棄
21
％
、
経
済
的

虐
待
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
複
数
回
答
）。
被

三
豊
市
で
地
域
商
社
協
議
会
が
開
催

全
国
か
ら
約
1
5
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た

　

市
は
今
年
度
、
地
域
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
た

め
、
地
域
商
社
「
瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
」

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
中
で
、
地
域
商
社
設
立
を
目
指
す
関
係

者
が
全
国
か
ら
集
ま
る
「
地
域
商
社
協
議
会
」
に

参
加
し
、
情
報
収
集
や
他
地
域
・
他
分
野
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
地
域
商
社
協
議
会
」
は
、
地
域
商
社
の

設
立
と
そ
の
効
果
的
な
事
業
展
開
を
目
指
す
た
め

に
、
事
例
発
表
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
知
見
を

深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
東
京
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
瀬
戸
内
う
ど

ん
カ
ン
パ
ニ
ー
設
立
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
初
の
地
方

開
催
地
と
し
て
三
豊
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
商
社
の
役
割
を
議
論
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

協
議
会
当
日
は
、「
地
域
商
社
事
業
の
立
ち
上

げ
と
そ
の
意
義
を
考
え
る
」
と
題
し
た
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
言
者

に
は
、
北
海
道
や
山
口
県
の
地
域
商
社
経
営
者
や

県
内
百
貨
店
の
社
長
、
横
山
市
長
な
ど
が
登
壇
。

地
域
商
社
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
物

や
人
を
動
か
す
役
割
を
担
い
」「
地
域
の
資
源
を

磨
き
上
げ
、
発
信
し
て
い
く
」
存
在
だ
と
い
う
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
市
長
は
、「
今
ま
で
は
、
税
金
で
解
決
し

て
き
た
地
域
の
課
題
を
こ
れ
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
で

解
決
し
て
い
く
。
自
由
で
挑
戦
的
な
、
新
し
い
市

民
参
加
の
形
を
こ
の
地
域
商
社
で
作
ろ
う
と
臨
ん

で
い
ま
す
」
と
設
立
に
か
け
る
思
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

地
域
の
資
源
を
生
か
し
て
、
新
し
い
価
値
を
つ

く
る
地
域
商
社
「
瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
」

は
、
今
年
の
秋
設
立
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課　

☎
73
・
３
０
１
１

虐
待
者
の
77
％
は
女
性
で
、
75
〜
84
歳
は
46
％
で

す
。
認
知
症
が
あ
る
場
合
は
介
護
放
棄
を
受
け
る

こ
と
が
多
く
、
寝
た
き
り
が
多
い
と
介
護
放
棄
や

経
済
的
虐
待
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

居
住
は
、
虐
待
者
と
の
み
同
居
が
49
％
、
虐
待
者

お
よ
び
他
家
族
と
同
居
が
37
％
で
す
。
虐
待
者
は
、

息
子
40
％
、
夫
21
％
な
ど
で
す
。
対
応
策
は
、
被

虐
待
者
の
保
護
と
し
て
虐
待
者
か
ら
の
分
離
が
29

％
で
、
そ
の
う
ち
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

34
％
、
施
設
な
ど
の
利
用
が
18
％
、
医
療
機
関
へ

の
一
時
入
院
が
16
％
で
す
。

香
川
の
高
齢
者
虐
待

　

県
内
で
認
定
さ
れ
た
の
は
、
施
設
職
員
に
よ
る

も
の
が
６
件
で
す
。
養
護
者
に
よ
る
も
の
は
１
４

６
件
で
、
内
容
は
身
体
的
虐
待
70
％
、
心
理
的
虐

待
39
％
、
経
済
的
虐
待
22
％
、
介
護
等
放
棄
17
％

で
す
（
複
数
回
答
）。
被
害
者
の
８
割
は
女
性
、

被
害
者
の
67
％
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
、
要

介
護
１
と
要
介
護
２
が
合
計
52
％
で
す
。
加
害
者

と
被
害
者
が
同
居
し
て
い
る
の
は
87
％
、
加
害
者

は
息
子
39
％
、
夫
21
％
、
娘
18
％
で
す
。
対
応
策

は
「
分
離
」
31
％
、「
分
離
し
な
か
っ
た
」
59
％

で
、
関
係
者
が
双
方
を
支
援
し
な
が
ら
自
宅
生
活

を
続
け
て
い
ま
す
。

相
談
・
通
報　

市
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど

様
々
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
虐

待
に
関
す
る
相
談
・
通
報
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
・
３
０
１
７
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

じ
ん
け
ん
探
訪
58

No.54

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

検索両立支援のひろば
ポジティブ・アクション
普及促進のための
シンボルマーク

地
域
商
社

瀬
戸
内
う
ど
ん
カ
ン
パニ
ー

　

7
月
25
日
に
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

地
域
商
社
協
議
会
。
協
議
会
で
は
、
地
域
商
社
立

ち
上
げ
の
課
題
と
解
決
策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

▲地域商社設立を目指す自治体や地域との連携を
　視野に入れた民間企業などが全国から参加しま
　した

が
ん
予
防
対
策

1

け
ん
こ
う

Vol.1


